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「
狂
犬
病
」
と
は

昨
年
11
月
、
国
内
で
36
年
ぶ
り
に
、
狂

犬
病
の
感
染
者
が
発
生
し
、
感
染
し
た
２

人
の
男
性
が
亡
く
な
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
世
間
を
騒
が
せ
ま
し
た
。

今
回
の
国
内
の
感
染
者
は
、
海
外
で
犬

に
か
ま
れ
て
、
帰
国
後
発
症
し
て
い
ま
す

が
、
い
つ
国
内
に
入
っ
て
き
て
も
お
か
し

く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

「
狂
犬
病
」
は
、
過
去
の
病
気
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国

や
地
域
に
お
い
て
発
生
し
て
お
り
、
毎
年
、

約
５
万
人
を
超
え
る
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

飼
い
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を

国
内
で
、
長
期
間
、
狂
犬
病
が
発
生
し

な
か
っ
た
の
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

し
か
し
、
海
外
旅
行
者
や
海
外
か
ら
ペ

ッ
ト
の
輸
入
な
ど
が
年
々
増
加
す
る
一
方
、

国
内
で
は
狂
犬
病
予
防
注
射
の
摂
取
率
の

低
下
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
今
日
で
は
、

狂
犬
病
が
国
内
に
入
り
流
行
す
る
危
険
性

が
高
い
状
態
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
狂
犬
病
」
は
、
人
、
犬
と
も
発
症
し

た
場
合
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ

し
い
感
染
症
で
す
。
現
在
、
治
療
法
は
あ

り
ま
せ
ん
が
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
で
き
ま
す
の
で
、

生
涯
１
回
の
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
登
録
は
、
市
民
課
及
び
東
郷
町
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
申
請
で
き
ま
す
。

４
月
５
日
か
ら
「
狂
犬
病
集
合
注
射
」
を

実
施
し
ま
す

日
程
表
の
と
お
り
４
月
５
日
〜
29
日
の

期
間
、「
狂
犬
病
集
合
注
射
」
を
市
内
各
地

域
の
注
射
会
場
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
集
合
注
射
に
あ
た
り
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
注
射
会
場
ま
で
は
、
飼
い
主
の
責
任
で

犬
を
連
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
会
場
以
外
の
自
宅
等
で
の
予
防

接
種
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

②
愛
犬
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
獣
医
師

と
相
談
の
上
、
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

③
注
射
の
際
は
、
必
ず
飼
い
主
が
犬
を
押

さ
え
て
、
獣
医
師
か
ら
注
射
を
打
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

④
お
近
く
の
会
場
で
日
程
の
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
は
、
期
間
中
、
他
の
会
場
で
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
動
物

病
院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
注
射
費
用
は
、

同
じ
く
３
千
円
で
す
。

⑤
飼
い
犬
の
死
亡
、
所
有
者
の
住
所
や
所

有
者
等
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か

に
市
役
所
市
民
課
２
番
窓
口
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
と
し
て
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー

①
犬
の
糞
を
公
園
や
道
路
に
放
置
す
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
散
歩
の
際
は
、
ご

み
袋
を
持
参
し
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

②
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
を
つ
な
い
で
い
る
ひ
も
や
鎖
、

飼
育
し
て
い
る
お
り
や
小
屋
の
安
全
点
検

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
「
隣
の
犬
が
ほ
え
て
う
る
さ
い
」
な
ど

の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
主
は

定
期
的
に
散
歩
を
さ
せ
る
な
ど
飼
育
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

④
捨
て
犬
、
捨
て
猫
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
将
来
、
子
ど
も
を
生
ま
せ
、

育
て
る
つ
も
り
の
な
い
ペ
ッ
ト
は
繁
殖
防

止
の
た
め
、
不
妊
、
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

2

村田さんちの「ちょこ」です。
短足だけど走るのが速くて、番犬になりす

ぎるくらいの番犬「ちょこ」。パンとせんべ

いが大好物で、甘えん坊です。特技は２足

立ち。家族みんなのアイドルです。

安
心
し
て
家
族
と

愛
犬
が
楽
し
く

過
ご
す
た
め
に

生
涯
１
回
の
登
録
と

年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を

●問い合わせ
市民課市民相談係（1２１４０）

3

犬の登録・狂犬病予防注射日程
※都合のよい日時・会場をご利用ください。また、期間以外で
も、お近くの動物病院で予防注射を受けることができます。

3

４ ４
５ 29～

日向地域

東郷町地域



4

（注）日向市・国いずれも、新築または購入後５年間
は月額2,500円を支給しています。

４

７

区　　分
平成17年度

住民基本台帳人口
Ｈ18.3.31現在 65,183人

歳出額A
27,420,936千円

人件費B
5,142,335千円

人件費率B／A
18.8%

区　　分

平成18年度

職員数A

553人

給　　　与　　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B

１人当たり給与費
B／A

2,335,545千円 357,872千円 950,942千円 3,644,359千円 6,590千円

区　分

日向市

国

一般行政職
平均給料月額 平均年齢
343,908円

328,477円

42.4歳

40.4歳

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒

高校卒

260,458円

該当者なし

309,875円

263,600円

369,700円

319,111円

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１級

主事

3人
0.9%

２級

主事

18人
5.4%

３級

主事

85人
25.4%

４級
主事・主査
係長・補佐
63人
18.9%

５級
主査

係長・補佐
114人
34.1%

６級
主幹
課長
43人
12.9%

７級

部長

8人
2.4%

計

━

334人
100%

区　　分
日向市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料月額 初任給 採用２年経過

日の給料月額

一　般

行政職

大学卒 170,200円 182,200円 170,200円 182,200円

138,400円 146,700円 138,400円 146,700円高校卒

１人件費の状況（普通会計決算）

２職員給与費の状況（普通会計予算）

３職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 職員の初任給の状況

５職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

６一般行政職の級別職員数の状況

職員手当の状況

（注）人件費には、特別職の給与及び報酬を含みます。

（注）１.特別職、教育長を除きます。
２.職員手当には、退職手当は含みません。
３.給与費は、平成18年度当初予算に計上された額であり、給与改定保留分として0.5%を含みます。

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
や
規
則
な
ど
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
の
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(１)扶養手当

区　　分

配偶者以外の扶養家族２人まで

配偶者

16～22歳の子がいる場合の加算

その他の扶養家族

日　向　市（国と同じ）
手当月額

13,000円

各　6,000円 扶養親族でない配偶者がある場合、うち１人については6,500円

※３人目以降

備　　　　考

各　5,000円

各　5,000円

区　分

持家世帯主

借家・借間

日向市 国
手当月額 手当月額

1,500円

最高27,000円

－
最高27,000円

(２)住居手当

区　分

交通機関利用者

交通用具利用者

日向市 国
手当月額 手当月額

運賃相当額（最高55,000円）

2,640円～37,400円

運賃相当額（最高55,000円）

2,000円～24,500円

(３)通勤手当

区　分

勤務日

週休日

日　向　市（国と同じ）
右記以外 午後10時～午前5時

125／100

135／100

150／100

160／100

算出方法

給料月額×12×支給割合

１週間あたりの勤務時間×52

(４)時間外勤務手当

（注）日向市・国いずれも、片道２㎞以上の者を支給
対象としています。

555

12月26日

平成18年１月31日

自治区長

議　員

1.60月分 1.75月分 3.35月分

865,000円市　長

助　役 692,000円

618,000円

433,000円

379,000円

358,000円

給料・報酬区　分
12月期

期　末　手　当
６月期 計

議　長

副議長

1.60月分 1.75月分 3.35月分

８

区　分 区　分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の

加算措置

退職時

特別昇給

１人当たり

平均支給額

日向市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
21.0月分 27.3月分 21.0月分 27.3月分

33.75月分 42.12月分 33.75月分 42.12月分

47.5月分 59.28月分 47.5月分 59.28月分

59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

━
定年前早期退職特例
措置2%～20%加算

━
定年前早期退職特例
措置2%～20%加算

━ ━ ━ ━

━ 25,449千円 ━ ━

日向市（国と同じ）

期末手当 勤勉手当

6月期

12月期

計

1.40月分 0.725月分

1.60月分 0.725月分

3.00月分 1.45月分

その他の

加算措置

職制上の段階、職務の級
等による加算措置　　有

(６)期末・勤勉手当 (７)退職手当

特別職の報酬などの状況（平成８年12月１日適用）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員
に支給された平均額です。

区　分

救急出動手当

夜間特殊勤務手当

支給対象 支　給　条　件

消防職員

消防職員

救急業務に出動し、患者を医療機関等へ搬送し、または現場
において応急措置を実施した場合

手　当　額

１回につき200円

１勤務につき650円

医師手当

看護師手当

放射線技師手当

理学療法士手当

夜間看護等手当

医　　師

看護師

放射線技師

交代勤務を正規の勤務時間としている者が、午後10時から翌日の午
前５時までの間に通信受付勤務等の深夜勤務に従事した場合（上記
時間内において、通信受付勤務等２以上の勤務に従事しても１勤務
とみなす）

医師が手術、診察等の業務に従事した場合

看護師が看護の業務に従事した場合

放射線技師が放射線を照射する業務に直接従事した場合

院長：１月につき給料月額の
100分の160に相当する額

副院長：１月につき給料月額の
100分の130に相当する額

医師：１月につき給料月額の
100分の130に相当する額

看護師長：１月につき4,000円

看護師：１月につき2,000円

１月につき15,000円

理学療法士 理学療法士が理学療法の業務に従事した場合

看護師

交代勤務を正規の勤務時間としている看護師または准看護師(以下
「交代勤務看護師等」という)が、深夜の全部を含む時間に勤務に従
事した場合

交代勤務看護師等が、深夜のうち４時間以上を含む時間に勤務に従
事した場合

交代勤務看護師等が、深夜のうち２時間以上４時間未満を含む時間
に勤務に従事した場合

交代勤務看護師等が、深夜のうち２時間未満を含む時間に勤務に従
事した場合

１月につき15,000円

１勤務につき6,800円

１勤務につき3,300円

１勤務につき2,900円

１勤務につき2,000円

(５)特殊勤務手当

（注）議員のうち在任特例が適用されている8人は、報酬月額270,000円
です。
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市市政政のの動動きき

大
規
模
な
自
然
災
害
や
事
故
発
生
を
想
定

集
団
災
害
事
故
救
急
救
護
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

県
防
災
救
急
航
空
隊
の
防
災
ヘ
リ
も

参
加
し
た
大
が
か
り
な
「
集
団
災
害
事

故
救
急
救
護
訓
練
」
が
２
月
３
日
、
大

王
谷
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
あ
り
ま

し
た
。
大
規
模
な
自
然
災
害
や
事
故
で
、

多
数
の
負
傷
者
が
出
た
場
合
に
備
え
る

訓
練
で
す
。
市
、
消
防
本
部
、
消
防
団
、

警
察
、
医
師
会
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど

関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
構
内
で
列

車
同
士
が
衝
突
し
て
脱
線
し
、
多
数
の

負
傷
者
が
出
た
こ
と
を
想
定
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

消
防
長
か
ら
事
故
発
生
の
連
絡
を
受

け
た
黒
木
健
二
市
長
は
、
消
防
団
の
出

動
を
要
請
。
関
係
部
課
職
員
が
招
集
さ

れ
、
関
係
機
関
に
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。

消
防
本
部
は
、
現
場
近
く
に
現
場
指

揮
本
部
と
救
護
所
を
設
置
。
負
傷
者
の

救
出
、
救
護
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
は
、

市
役
所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て

対
策
を
と
り
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
と
お
し
て
、
負
傷
者
の

救
出
、
医
師
や
保
健
師
等
に
よ
る
治
療

の
優
先
順
位
に
そ
っ
た
選
別
（
ト
リ
ア

ー
ジ
）、
応
急
処
置
、
搬
送
ま
で
の
連
携

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県防災救急航空隊の防災ヘリが負傷者に見立て
た人形をつり上げてヘリに乗せました　

医師や保健師等によるトリアージ
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悠
々
パ
ス
の
切
り
替
え
時
期

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

春
は
、
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市

で
は
、
転
入
、
転
出
が
ピ
ー
ク
に
達
す

る
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て

の
土
曜
日
、
日
曜
日
に
休
日
窓
口
を
開

庁
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
※
な
お
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
日
程
に
、
新
た
に
３
月
25
日
（
日
）

を
追
加
し
て
い
ま
す
。

●
取
り
扱
い
日
時

３
月
25
日
（
日
）
・
31
日
（
土
）

４
月
１
日
（
日
）
・
７
日
（
土
）

そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
〜
正
午
／
午
後

転
入
、
転
出
が
多
い
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

土
曜
日
・
日
曜
日
に
休
日
窓
口
を
開
庁
し
ま
す

１
時
〜
午
後
４
時
の
間
（
正
午
〜
午
後

１
時
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
取
り
扱
い
場
所

日
向
市
役
所
本
庁
及
び

水
道
庁
舎
２
階

●
取
り
扱
い
業
務

【
市
民
課
】

住
民
異
動
届
（
転
入
・
転
出
・
転
居

等
）
／
各
種
証
明
書
発
行
（
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
、
戸
籍
関
係
証

明
等
）
／
印
鑑
登
録
／
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
資
格
異
動
届
（
取
得
、
喪
失

等
）

※

戸
籍
の
届
出
（
出
生
・
婚
姻
届
等
）

に
つ
き
ま
し
て
は
本
庁
、
細
島
・
岩

脇
・
美
々
津
支
所
・
東
郷
町
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
の
宿
直
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
課
】

保
険
税
納
付
／
納
税
相
談
／
口
座
振

替
手
続
き

【
福
祉
課
】

保
育
料
納
付
／
児
童
手
当
、
乳
幼
児

医
療
の
転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る

業
務
／
乳
幼
児
医
療
、
母
子
家
庭
医
療

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に
対
し
、

宮
崎
交
通
㈱
発
行
の
高
齢
者
用
バ
ス
定

期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の
購
入
費
半
額
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
を
受

け
る
際
に
は
、
市
で
発
行
し
て
い
る
補

助
券
が
必
要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限

が
最
大
で
半
年
の
た
め
、
９
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
３
月
に
新
た
に
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

①
さ
わ
や
か
70
証
明

書
②
印
鑑
③
現
在
お
持
ち
の
「
悠
々
パ

ス
」（
持
つ
人
の
み
）

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

（
1
内
線
２
１
６
８
）

及
び
寡
婦
医
療
の
請
求
書
受
付

【
水
道
課
（
水
道
庁
舎
２
階
）】

開
・
閉
栓
届
／
水
道
料
金
納
付

●
注
意
事
項

お
届
け
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ご
来

庁
時
に
手
続
き
が
終
わ
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

（
代
表
）
市
民
課
（
1
内
線
２
１
４
８
）

健
康
づ
く
り
課
（
1
内
線
２
１
２
０
）

福
祉
課
（
1
内
線
２
１
６
３
）

水
道
課
（
1
内
線
２
６
４
２
）

■悠々パス更新日程表　　

中村　新財市　塩見
ヶ丘 奥野　永田
千束口　権現原

塩
見
農
村
婦
人
の
家

３
月
15
日
（
木
）

対象地区

【午前９時30分～10時　　】 【午後１時30分～２時　　】

場所

堀一方　曽根　幡浦
清正　吉野川　地蔵
八坂　庄手向　八幡
高々谷　伊勢　
宮の上

細
島
公
民
館

山下　比良　川路
往還　松原　切島山
１区　切島山２区
長江　秋山　向洋台
沖町

事
務
所

財
光
寺
南
ま
ち
づ
く
り

美砂　曙　本宮
笹 野 東 　 笹 野 中
笹 野 西 　 金 ヶ 浜
籾木　鵜毛　秋留　　

南
日
向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
月
16
日
（
金
）

遠見　幸脇　飯谷　
幸
脇
公
民
館

対象地区場所日程

【午前９時30分～11時30分】

【午前11時　　～11時30分】

【午後１時30分～２時30分】

立縫　新町　石並
駅通り　落鹿　高松
寺迫区（全区）
宮の下 別府 余瀬

田の原

美
々
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【午後３時30分～４時30分】

＊上記の時間に会場にお越しいただけない場合は、日程の
時間以外であれば市役所で交付できます。
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「朝」を変えれば人生が三倍
楽しくなる
坪田一男著
ごま書房

事 、 研 究 、
趣味...人生
の新展開を

はかるには、ごきげ
んな目覚めをつくる
のが一番。元気に目
覚めて朝を活用する
方法を著者の経験を
もとに紹介。日常生
活の中で簡単にとり
くめる健康法も解
説。

仕

これから社会に出るきみへ
有名人が贈る60の勇気
エドワード･ホフマン／編、田村浩／訳
草思社

生は勝ち負け
じゃない。自
分の道を見つ

けよう! スピルバー
グ、スティーヴン・
キング、ヒラリー・
クリントン、ボン・
ジョヴィ...。各界の
第一人者60人から
の胸を打つメッセー
ジを集成。大学の卒
業式での名スピーチ
を収録。

人

どうぶつえんにいきましょう
あいはらひろゆき／文、あきくさあい／絵
教育画劇

うさん、かば
さん、オラン
ウータンさん、

バクさん、コアラさ
ん...。みんなこんに
ちは! どんな風に1
日を過ごしているの
かな? 動物園の秘密
がぎっしり。動物園
がもっと楽しくなる
絵本。

ぞ

ミツバチのなぞ
ジョアンナ・コール／文、ブルーズ・ディー
ギン／絵、藤田千枝／訳
岩波書店

虫の調べ学習
をしていたフ
リズル学級は、

気がついたら全員ミ
ツバチに変身。さあ、
ハチの巣探検に出
発! ハチの生活や成
長、巣の仕組みや秘
密を楽しく学べる科
学絵本。

昆

■ 新しく入った本 ■
◎明日なき身（岡田睦／講談社）
◎また会う日まで
（柴崎友香／河出書房新社）

◎大奥の奥（鈴木由紀子／新潮社）
◎記念樹（三上常夫／経済調査会）
◎ケアマネージャーに
なるには（稲葉敬子／ぺりかん社）

◎時代考証おもしろ事典
（山田順子／実業之日本社）

◎ぼっかぼかのおまじない
（三枝三七子／偕成社）

◎かげまるはなれていても、
いっしょ（矢部美智代／毎日新聞社）

◎ひとつすこしたくさん
（トム・スローター／西村書店）

◎未来のきみが待つ場所へ
（宮本延春／講談社）

◎ゆりかごは口の中
－子育てをする魚たち－
（桜井淳史／ポプラ社）
ほか

◎乳幼児　 午前10時30分～11時
8日、15日、22日、29日
◎幼児 午後3時30分～4時
7日、14日、28日
◎小学生 午後2時～2時30分
3日、10日、17日、24日、31日

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■３月のおはなし会■

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
食

生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
食
生
活

を
見
直
す
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
で
す
。

大
き
な
９
項
目
と
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な

項
目
を
設
け
て
い
ま
す
。
初
め
の
う
ち

は
大
き
い
項
目
だ
け
で
も
、
慣
れ
て
き

た
ら
小
さ
な
項
目
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
１
週
間
、
１
か
月
と
続
け

る
う
ち
に
、
改
善
す
る
と
こ
ろ
、
反
省

点
な
ど
が
見
え
て
き
ま
す
。

●
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

①
食
事
は
満
足
で
き
る
も
の
で
し
た
か
。

②
家
族
ま
た
は
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
食

事
を
取
り
ま
し
た
か
。

●
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や

か
な
生
活
リ
ズ
ム
を

①
朝
食
を
き
ち
ん
と
と
り
ま
し
た
か
。

②
夜
食
や
間
食
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

●
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を

①
１
日
30
品
目
を
食
べ
ま
し
た
か
。

②
献
立
が
同
じ
も
の
ば
か
り
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

●
ご
飯
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と

①
ご
飯
を
し
っ
か
り
と
食
べ
ま
し
た
か
。

●
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆

類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

①
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
た
か
。

②
牛
乳
を
コ
ッ
プ
１
杯
（
２
０
０
ml
）

以
上
飲
み
ま
し
た
か
。

③
豆
類
を
食
べ
ま
し
た
か
。

●
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に

①
塩
辛
い
食
品
を
控
え
ま
し
た
か
。

②
脂
っ
こ
い
食
品
ば
か
り
食
べ
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

●
適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に

見
合
っ
た
食
事
量
を

①
体
重
を
計
り
ま
し
た
か
。

②
ふ
だ
ん
か
ら
意
識
し
て
体
を
動
か
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

③
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

④
食
事
に
十
分
な
時
間
を
と
っ
て
食
べ

ま
し
た
か
。

●
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活い

か
し
、

と
き
に
は
新
し
い
料
理
も

①
地
元
で
と
れ
る
食
材
を
使
っ
て
い
ま

す
か
。

②
旬
の
食
材
を
使
っ
て
い
ま
す
か
。

③
自
分
で
手
作
り
の
料
理
を
作
っ
て
い

ま
す
か
。

●
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や

廃
棄
を
少
な
く

①
買
い
過
ぎ
、
作
り
過
ぎ
に
注
意
し
て
、

食
べ
残
し
の
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
か
。

②
冷
蔵
庫
の
中
身
を
１
週
間
単
位
で
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
。

■
参
考
文
献

「
親
子
で
考
え
る
食
育
」

（
財
団
法
人
　
日
本
食
生
活
協
会
／
農
林

水
産
省
）

学
校
保
健

●

●

1
54
―
１
９
１
９

■ ３月の休 館 日 ■
1日、5日、12日、19日、26日
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●問い合わせ 市民課年金係（1内線2132）

Ｑ.  印鑑登録証の入ったバッグを盗ま
れました。どのような手続きが必
要でしょうか。

A．

市民課 市民課 市民課 市民課 

警察への盗難届出はもちろんのことです
が、印鑑登録証（カード）を悪用される
恐れがありますので、至急、市民課へ電
話等でご連絡ください。直ちに印鑑証明
書発行停止の措置を行います。
もし、バッグの中に住所、氏名、生年月
日を特定できる免許証等が入っていた
ら、犯人は代理人に成りすまして印鑑証
明書を入手することが可能となり、思わ
ぬ事態を招くとも限りません。
後日、市民課窓口で印鑑登録証の再交付
手続きをしていただくと、盗まれた印鑑
登録証は完全に使用できなくなりますの
で、安心です。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（1内線2133）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■ホームの教養講座へ
19年度前期教養講座の受講生募集
ホームの教養講座は、働く青少年が余暇活動の中

で教養や知識を身につけ、お互いの親睦を深め、豊

かな人間性を育てることを目的に開いています。

平成19年度前期教養講座（平成19年４月～平成19

年９月）の受講生を募集します。

●開講式 ４月６日(金)午後７時　勤労青少年ホーム

●受講料 無料（ただし、材料代等は自己負担）

●応募資格 市内に居住または勤務する勤労青少年

で、年齢が35歳未満の人（職業訓練校生、求職中の

人、家内労働者を含む）

●応募方法 ３月１日（木）から３月23日（金）ま

でに、ホーム利用証交付申請書に傷害保険料５００

円と前期友の会費５００円（６か月分）を添えてホ

ームに申し込んでください（定員になり次第、締め

切ります）。

申請書は、ホーム１階事務室にあります。

●問い合わせ 日向市勤労青少年ホームへ。

（昼間152―２１１１内線２８１１、夜間152―２１

１５）

＊新講座　英会話（初級・中級）教室が始まります。

Q. 私の夫は厚生年金に加入していた
期間があります。制度改正で厚生
年金の分割制度が始まると聞きま
したが、どんな制度ですか。

A. 平成19年４月１日以後に離婚等をした
場合、当事者間の合意や裁判手続により
案分割合を定めたとき、その当事者の一
方からの請求によって、婚姻期間等の厚
生年金保険料納付記録を当事者間で分割
することができる制度です。また、平成
20年４月１日以降の第３号被保険者期
間については、離婚した場合に当事者の
一方からの請求により、第２号被保険者
の厚生年金の保険料納付記録を自動的に
２分の１に分割することができますが、
４月１日以前の分は合意または裁判所の
決定により案分割合を定める必要があり
ます。分割については、詳しくは延岡社
会保険事務所（10982－21－5424）
へお問い合わせください。

バドミントン
教室

〃 50人水曜日 午後７時～９時30分
羽根代(ラケットは個人)

陶芸教室 〃 30人
木曜日
(第2・4)

午後７時～９時
材料代(１回700円程度)

パソコン教室 〃

〃

10人木曜日 午後６時30分～９時
フロッピー代等個人負担

テニス教室 30人〃 午後７時～９時30分
ボール代(ラケットは個人準備)

いけ花教室
（小原）

〃 35人金曜日 午後６時30分～９時
材料代(１回600円程度)

講　座　名 期　間 定　員曜　日 時間／経費

いけ花教室

（池坊）
６か月 35人月曜日 午後６時30分～９時

材料代(１回600円程度)

ゴルフ教室 〃 10人火曜日 午後７時～９時
ボール代個人負担

英会話教室
（初級・中級） 〃 20人〃 午後７時～９時

テキスト代1000円程度

料理教室 〃 35人〃 午後６時30分～９時
材料代(１回500円程度)

茶道教室 〃 20人〃 午後６時30分～９時
菓子代(1か月500円程度)

着付教室 〃 20人水曜日 午後６時30分～９時
着物類は個人で準備
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このまちの人たち― ボイス

書
家
今
村
桃
代
さ
ん
が
手
に
す
る
２

本
の
筆
か
ら
、
ス
ラ
ス
ラ
と
美
し
い
文

字
が
生
み
出
さ
れ
る
。
小
学
５
年
生
の

と
き
に
、
学
芸
会
で
５
人
が
選
ば
れ
、

壇
上
で
書
い
て
み
ん
な
に
披
露
し
た
。

こ
れ
が
書
の
道
に
入
っ
た
き
っ
か
け
。

そ
の
一
人
に
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
恩
師

徳
永
先
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
て
い
る
。

も
と
も
と
、
父
が
俳
句
を
た
し
な
ん

だ
。中
国
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た
父
は
、

中
国
の
漢
詩
や
水
墨
画
な
ど
を
多
数
所

持
し
て
お
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
本
場
の

書
体
が
身
近
に
あ
っ
た
。

人
の
作
品
を
見
て
も
、
い
ろ
ん
な
書

き
方
が
あ
り
感
動
が
絶
え
な
い
。
目
の

当
た
り
に
す
る
と
自
分
も
同
じ
よ
う
に

書
い
て
み
た
い
と
思
う
。
美
々
津
和
紙

に
こ
だ
わ
り
、
美
々
津
和
紙
職
人
の

佐
々
木
寛
治
郎
さ
ん
が
漉す

い
た
和
紙
に

書
を
し
た
た
め
続
け
る
。

こ
れ
ま
で
開
い
た
個
展
は
、
11
回
を

数
え
る
。
近
年
、
高
鍋
美
術
館
で
開
い

た
個
展
（
故
郷

ふ
る
さ
と

展
）
も
好
評
だ
っ
た
。

独
立
後
は
師
匠
に
付
か
ず
に
き
て
個
展

を
開
く
ま
で
７
年
近
く
か
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
の
12
年
は
、瞬
く
間
に
過
ぎ
た
。

昨
年
、
中
国
や
韓
国
の
人
々
と
書
を

通
し
た
交
流
も
始
め
た
。
現
在
、
財
光

寺
南
小
な
ど
で
、児
童
に
教
え
て
い
る
。

「
書
家
へ
の
人
生
に
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
徳
永
先
生
へ
の
恩
返
し
と
思
っ
て
教

え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

表
現
者
と
し
て
挑
戦
者
で
あ
り
続
け
た
い

美
々
津
和
紙
に
こ
だ
わ
り

書
を
し
た
た
め
続
け
る
。

書家
今村　桃代さん（62歳：財光寺）

書家としての雅号は今村桃甫。美々津和紙にこだわ
り、美々津和紙職人佐々木寛治郎さんが漉いた和紙
に書をしたため続けている。宮日総合美術展、県美
術展に入選。

11

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

趣味はバイクとスノーボード

電話機などの通信機器販売や工事を行う（有）平
田通信システムに勤めています。最近、工事担任
者の国家資格であるAI・DD総合種の資格を取得
しました。趣味はバイクとスノーボード。バイク
は、年に一度、九州一円、遠くは名古屋までツー
リングに行きます。

平田　賢司さん（26歳：長江）

旅行やスポーツを楽しみたい

九州保健福祉大学の４年生です。もうすぐ卒業で
すが、勉強とアルバイトで多忙な日々を過ごしま
した。市内の医療機関に就職が内定。明るく元気
な性格を仕事に生かしたいですね。社会人になっ
たら旅行やスポーツを楽しみたいと思います。最
近、ボーリングでストレスを解消しています。

黒田　実希さん（22歳：塩田）

月刊「ワンダフル
タイム」は全部
私が書いています。

グレイス・ワン
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

最
近
買
い
物
に
出
か
け
た

時
、
よ
く
「
あ
な
た
は
広
報

に
載
っ
て
い
る
女
の
子
で
す

よ
ね
」
と
お
店
の
人
に
声
を

か
け
ら
れ
ま
す
。
私
に
と
っ

て
実
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
こ
の

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
タ
イ
ム
を
読

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、「
そ
の
広
報
は

誰
か
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ

て
、
他
の
人
に
書
い
て
も
ら

っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と

い
う
質
問
も
受
け
ま
す
。
そ

れ
を
聞
い
て
、
す
ぐ
に
「
い

い
え
、
全
部
私
が
書
い
て
い

ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
聞
い
た
皆
さ
ん
は
び

っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
タ
イ

ム
の
毎
月
の
記
事
は
、
平
成

17
年
９
月
号
の
ス
タ
ー
ト
以

来
、
全
部
私
が
締
め
切
り
と

戦
っ
て
書
い
て
い
る
も
の
で

す
。
正
直
に
言
う
と
今
で
も

ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
で
す
。

国
際
交
流
員
の
仕
事
の
中

で
、
広
報
を
書
く
の
が
一
番

苦
手
で
す
。
私
は
人
と
お
話

し
を
す
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
し
、
お
話
し
を
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
支
障
が
な
い
の
で

す
が
、
日
本
語
で
文
を
書
く

の
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
で
す

か
ら
、
一
生
懸
命
書
い
た
も

の
を
他
の
人
が
書
い
た
も
の

と
勘
違
い
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
私
は
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、

実
は
今
ま
で
の
記
事
も
手
直

し
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
で
も
自
分
が
書
い
た
記
事

を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
勇
気
が

な
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
日

本
語
の
勉
強
も
頑
張
っ
て
、

い
つ
か
誰
に
も
直
し
て
も
ら

っ
て
い
な
い
本
当
の
自
分
の

記
事
を
載
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の

友
達
に
こ
の
ワ
ン
ダ
フ
ル
・

タ
イ
ム
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ね
。
た
く
さ
ん
の
人
が
読

ん
で
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。
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２
０
０
７
日
向
市
福
祉
の
つ
ど
い
が

２
月
４
日
、
日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
多
く
の
市
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
綿
菓
子
、
ラ
ー
メ
ン
や

焼
き
鳥
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
販
売
し

て
い
ま
し
た
。
授
産
施
設
な
ど
が
出

店
し
た
パ
ン
、
花
苗
や
野
菜
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
バ
ザ
ー
に
は
、
洋
服
、
家
電
製

品
な
ど
の
日
用
品
が
並
び
、
詰
め
掛

け
た
買
い
物
客
で
大
盛
況
で
し
た
。

■福祉バザーが大盛況

市
内
の
小
学
・
中
学
・
高
校
生
や
一

般
市
民
か
ら
募
集
し
た
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
し
た
人
権
尊
重
を
訴
え
る

作
文
・
標
語
・
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
た
２
０
０
７
年
日
向
市
い
の

ち
・
愛
・
人
権
展
が
２
月
２
日
〜
４

日
、
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
３
２
５
点
、
作
文
・
標
語

各
30
作
品
や
人
権
問
題
に
関
す
る
啓

発
パ
ネ
ル
を
展
示
。
入
選
作
品
は
、

啓
発
資
料
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

■いのち・愛・人権展

新
し
い
日
向
商
工
会
館
が
完
成
し
、

１
月
15
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
。
新
会
館
は
、
敷
地
面
積
１
、
５

６
３
㎡
、
建
物
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
、

述
べ
床
面
積
１
、
０
６
７
・
44
㎡
で

す
。
１
階
は
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
と
し

て
広
く
市
民
が
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
こ
ど
も
遊

セ
ン
タ
ー
（
黒
木
直
美
代
表
理
事
）

の
事
務
局
、
会
議
用
の
市
民
交
流
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
２
階
は
、
商
工

会
議
所
事
務
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■日向商工会館が完成

黒
木
健
二
市
長
は
１
月
９
日
、
市
内

最
高
齢
者
の
黒
木
ハ
ヤ
さ
ん
（
１
１

０
歳：

財
光
寺
）
を
訪
ね
、
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。
黒
木
市
長
が
記

念
品
を
手
渡
し
、「
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と

声
を
か
け
る
と
、
ハ
ヤ
さ
ん
は
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ

ま
わ
り
寮
で
暮
ら
す
ハ
ヤ
さ
ん
は
、

歌
が
大
好
き
で
、
こ
の
日
も
童
謡
を

み
ん
な
に
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■いつまでもお元気で

12

第
11
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
記
念
講
演
会

そ
れ
ぞ
れ
の
牧
水
を
語
る

第
11
回
若
山
牧
水
賞
の
受
賞
者
で
あ
る
坂
井
修
一
さ
ん
と
俵
万
智
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
た
記
念
講
演
会
が
２
月
６
日
、
東
郷
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

13

標
高
８
０
０
ｍ
の
森
林
の
中
、

緑
の
木
立
を
走
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
、
４
月
15
日
（
日
）

に
、
諸
塚
村
・
池
ノ
窪
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
す
。

１
ｋ
ｍ
か
ら
10
ｋ
ｍ
・
年
齢
・

男
女
別
な
ど
多
く
の
種
目
が
あ
り
、

児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
、
健
康
づ
く
り
と
体
力
づ

く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日

４
月
15
日
（
日
）

●
場
所

諸
塚
村
・
池
ノ
窪
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
（
１
周
２
０
０
０
ｍ
）

●
申
込
締
切

３
月
23
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

諸
塚
村

教
育
委
員
会
（
1
０
９
８
２
―
65

―
０
０
７
２
）

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
若
山

牧
水
の
歌
で
主
に
「
わ
れ
」
の
あ

る
歌
を
15
首
紹
介
し
ま
し
た
。

坂
井
さ
ん
は
、
牧
水
の
直
感
的

な
「
わ
れ
」
と
西
洋
の
理
論
に
基

づ
き
分
析
さ
れ
た
「
わ
れ
」
の
違

い
を
説
き
、
牧
水
は
西
洋
の
「
わ

れ
」
と
は
違
う
生
き
方
を
し
た
、

世
界
を
理
解
し
合
う
に
は
論
理
、

分
析
は
必
要
な
も
の
で
、
牧
水
の

「
わ
れ
」
も
、
西
洋
の
「
わ
れ
」

も
、
そ
の
理
解
に
必
要
だ
と
思
う

と
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
我
々
は
牧
水
が
目
指

し
た
も
の
を
ど
こ
か
心
に
持
ち
な

が
ら
、
こ
の
難
し
い
社
会
を
生
き

る
こ
と
で
、
ソ
ロ
ー
（
ア
メ
リ
カ

の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
）
が
持
っ
て

い
た
知
恵
に
至
る
の
で
は
な
い

か
、
も
し
牧
水
を
い
ま
新
し
い
も

の
と
し
て
甦
ら
せ
る
の
で
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
こ
こ
ま
で
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
結
び
ま
し
た
。

諸
塚
村

諸
塚
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会

第
11
回
若
山
牧
水
賞
の
受
賞
者

で
あ
る
坂
井
修
一
さ
ん
と
俵
万
智

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
「
第
11
回

若
山
牧
水
賞
受
賞
記
念
講
演
会
」

が
２
月
６
日
、
東
郷
地
区
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
坪
谷
小
学
校

の
全
校
児
童
26
人
が
牧
水
の
作
品

を
朗
詠
。
黒
木
健
二
市
長
は
あ
い

さ
つ
で
「
牧
水
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
情
報
発
信

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

伊
藤
一
彦
選
考
委
員
は
、「
２

冊
受
賞
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り

ま
し
た
」
と
歌
集
「
プ
ー
さ
ん
の

鼻
」、
歌
集
「
ア
メ
リ
カ
」
２
冊

が
受
賞
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

俵
万
智
さ
ん
は
、
歌
集
「
プ
ー

さ
ん
の
鼻
」
で
若
山
牧
水
賞
を
受

賞
。「
牧
水
の
恋
の
う
た
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。

俵
さ
ん
は
、
牧
水
の
歌
集
「
別

離
」
か
ら
30
首
を
、
一
首
ず
つ
朗

詠
し
、
淡
い
恋
か
ら
激
し
い
恋
の

歌
、
失
恋
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
く

様
子
な
ど
、
自
ら
の
恋
愛
を
つ
づ

っ
た
牧
水
の
短
歌
を
、
歌
が
詠
ま

れ
た
背
景
も
交
え
て
解
説
し
ま
し

た
。坂

井
修
一
さ
ん
は
、
歌
集
「
ア

メ
リ
カ
」
で
若
山
牧
水
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。「
牧
水
と
い
う
奇
跡
」

歌人。早稲田大学第一文学部日本
文学科卒業。
「心の花」入会。佐佐木幸綱に師事。
角川短歌賞、現代歌人協会賞、紫
式部文学賞を受賞。
主な作品 ○歌集「サラダ記念日」、
「かぜのてのひら」、「チョコレート
革命」○小説「トリアングル」○評
論「愛する源氏物語」○エッセイ集
「あなたと読む恋の歌百首」

坂井修一さん
東京大学大学院工学系研究科博士
課程修了、工学博士。
主な作品 ○歌集「ラビュリントス
の日々」、「群青層」、「スピリチュ
アル」、「ジャックの種子」、「牧神」
○評論集「鑑賞・現代短歌７　塚本
邦雄」、「斉藤茂吉から塚本邦雄へ」



（
最
高
15
万
円
）

●
申
請
の
受
付

４
月
９
日
〜
４
月

27
日
（
予
定
工
事
期
間
５
月
末
〜
８

月
31
日
）

●
申
請
書
配
布
及
び
提
出
先

商
工

港
湾
課
及
び
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
産
業
振
興
課

●
補
助
の
決
定

補
助
申
請
額
が
割

り
当
て
ら
れ
た
予
算
額
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

補
助
の
決
定
を
受
け

る
前
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
港
湾
課(

1
内

線
２
６
３
５)

、
ま
た
は
東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
振
興
課(

1
69
―

３
９
０
２)
へ
。

固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で
あ
る

か
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平

成
19
年
度
の
土
地
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
期
間

４
月
２
日
（
月
）
か

ら
５
月
１
日
（
火
）
ま
で
（
土
曜
、

日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）。

●
縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

●
縦
覧
場
所

市
税
務
課

●
縦
覧
で
き
る
人

市
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
（
土
地
と
家
屋
の
固
定

資
産
税
を
実
際
に
納
め
て
い
る
人
で

す
。
非
課
税
や
免
税
点
未
満
で
固
定

資
産
税
を
納
め
て
い
な
い
人
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
）。

●
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

①
土
地

の
縦
覧
帳
簿
＝
土
地
の
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格
②
家
屋
の
縦
覧

帳
簿
＝
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
（
縦

覧
で
き
る
人
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
ま

た
は
運
転
免
許
証
等
、
ご
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
）。

●
縦
覧
手
数
料

無
料

■
固
定
資
産
税
情
報
の
開
示

（
固
定
資
産
路
線
価
と
標
準
宅
地
を
公

開
し
て
い
ま
す
）

固
定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な
る

固
定
資
産
路
線
価
と
標
準
宅
地
は
、

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
、
税
務
課

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

数
料
は
無
料
で
す
。

※
路
線
価
と
は
、
市
街
地
に
お
い
て

道
路
に
付
け
ら
れ
た
価
格
の
こ
と
で
、

道
路
に
接
す
る
標
準
的
な
宅
地
の
１

㎡
当
た
り
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

※
標
準
宅
地
と
は
、
状
況
類
似
地
区

ご
と
に
主
要
な
街
路
に
沿
接
す
る
宅

地
の
う
ち
、
奥
行
、
間
口
、
形
状
等

の
状
況
が
標
準
的
な
土
地
を
い
い
ま

す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
・
証
明

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
事
項

に
関
す
る
閲
覧
及
び
証
明
に
つ
い
て
、

資
産
の
納
税
義
務
者
（
所
有
者
）
は

所
有
す
る
資
産
の
す
べ
て
に
つ
い
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
地
人
・
借
家
人
等
も
借
地
・
借
家

の
資
産
に
限
り
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

納
税
義
務
者
が
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
場
合
は
、
委
任
者
本
人
が
作
成
し

た
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す(

納
税

義
務
者
と
同
一
世
帯
の
人
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん)

。

法
人
所
有
の
場
合
も
同
様
に
、
代

表
者
以
外
の
代
理
人
か
ら
の
申
請
に

は
、
代
表
者
印
（
法
人
登
録
印
）
の

押
印
さ
れ
た
委
任
状
が
必
要
で
す
。

来
庁
す
る
際
に
は
、
本
人
及
び
代

理
人
に
つ
い
て
も
、
印
鑑
、
身
分
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
等
の
場

合
に
は
、
賃
貸
借
契
約
書
等
、
土
地

や
家
屋
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

(1)
・
(2)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
閲
覧
・
証
明
に
つ
い
て
は
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
も
で
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
1
内
線

２
１
１
３
・
２
１
２
４
）

日向市のホームページアドレス http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

市
は
、
市
民
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
（
貸
家
、
事
務
所
、
店
舗

等
を
除
き
、
建
築
後
１
年
を
経
過
し

て
い
る
住
宅
に
限
る
）
に
つ
い
て
改

修
等
を
行
う
場
合
に
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
の
第
１
回
申
請
受
付
を
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

住
宅

の
修
繕
、
改
修
及
び
増
築
、
壁
紙
、

床
板
の
張
り
替
え
、
屋
根
、
外
壁
の

塗
り
替
え
等
、
そ
の
他
、
住
宅
本
体

に
関
す
る
設
備
工
事
（
一
部
制
限
あ

り
）

●
主
な
補
助
の
条
件

①
補
助
対
象

と
な
る
工
事
費
の
総
額
が
50
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
②
市
内
の
事
業
者
が

工
事
を
行
う
こ
と
（
原
則
下
請
業
者

に
つ
い
て
も
同
じ
）
③
市
の
承
認
を

受
け
て
工
事
を
着
工
す
る
こ
と
④
市

税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と
⑤
す
で
に

本
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

※
こ
の
事
業
で
市
内
業
者
と
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
、
小
規
模
事
業
者
登

録
制
度
の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録

を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
な
書
類
を

添
え
て
契
約
管
理
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
18
年
度
に
す
で

に
登
録
し
て
あ
る
事
業
者
及
び
市
の

建
設
業
等
有
資
格
者
名
簿
に
記
載
さ

れ
て
い
る
市
内
事
業
者
は
登
録
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
補
助
の
額

対
象
工
事
費
の
15
％

お
知
ら
せ

あ
の
感
動
を
も
う
一
度

―
。
人

権
音
楽
バ
ン
ド
「
願
児
我
楽
夢
（
が

ん
じ
が
ら
め
）」
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

８
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

バ
ン
ド
名
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
い
夢
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に
」、
そ

ん
な
願
い
を
込
め
て
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
音
楽
と
心
に
響
く

語
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
９
日
（
金
）
午
後
７

時
〜

●
会
場

日
向
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

●
公
演

人
権
バ
ン
ド
「
願
児
我
楽
夢
」

●
入
場
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ

同
和
対
策
室
（
1

内
線
２
８
４
１
）

卒
業
、
入
学
の
季
節
で
す
。
こ
の

時
期
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で

４
月
か
ら
市
外
の
高
校
・
大
学
・
各

種
学
校
な
ど
に
入
学
し
、
市
外
に
転

出
す
る
人
が
い
る
場
合
は
、
学
生
保

険
証
の
発
行
申
請
が
必
要
で
す
。

●
必
要
な
も
の

印
鑑
・
在
学
証
明

書
（
申
請
書
に
、
学
生
の
住
所
、
学

校
の
所
在
地
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま

す
の
で
事
前
に
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
民
課
５
番
窓
口
に
あ
り

ま
す
）。

■
次
の
人
は
保
険
証
の
返
却
を

今
年
３
月
卒
業
す
る
人
で
、
学
生

保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

有
効
期
限
が
３
月
31
日
の
た
め
、
そ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

第
１
回
申
請
受
付
に
つ
い
て

14

土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧

閲覧または証明を求めることがで
きる者 閲覧または証明対象固定資産

① 固定資産税の納税義務者（所有者） 当該納税義務に係る固定資産（土地
または家屋）の全部

② 土地または家屋について賃借権そ
の他の使用収益を目的とする権利を
有する者（ただし、対価が支払われ
るものに限る）

当該権利の目的である固定資産（土
地または家屋）のみ

③ 固定資産の処分をする権利を有す
る一定の者

当該権利の目的である固定資産（土
地または家屋）のみ

（1）固定資産課税台帳の閲覧及び固定資産課税台帳記載事項の証明

（２）土地または家屋名寄帳の閲覧ができる者
① 固定資産税の納税義務者（所有者）
② 固定資産税の納税管理人
③ 納税義務者または納税管理人より委任を受けた者（委任状または代理人

選任届添付）

国
保
で
学
生
の
人
は
在
学
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

市
民
の
つ
ど
い

れ
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
証
を
返
却
す
る
と
と
も
に
、
届

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

①
他
市
区
町
村
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
＝

印
鑑
・
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険

証
②
社
会
保
険
な
ど
そ
の
他
の
保
険

に
加
入
し
た
場
合
＝
印
鑑
・
今
ま
で

使
用
し
て
い
た
保
険
証
・
新
し
く
加

入
し
た
社
会
保
険
証
等
ま
た
は
そ
の

写
し
。

な
お
、
届
け
出
が
な
い
と
、
保
険

税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す

の
で
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
（
1
内
線
２

１
３
３
）
へ
。

10
月
か
ら
の
郵
便
局
の
民
営
化
、

分
社
化
に
伴
い
、
現
在
美
々
津
郵
便

局
が
担
当
し
て
い
ま
す
集
配
業
務
、

貯
金
・
保
険
の
集
金
業
務
を
日
向
郵

便
局
で
担
当
し
ま
す
。

●
対
象
地
区

美
々
津
、
幸
脇
、
東

郷
町
寺
迫
、
鳥
川

●
実
施
日
等

３
月
４
日
（
日
）
〜

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
（
美
々
津
郵
便
局

の
窓
口
取
扱
時
間
）

・
郵
便
　
平
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
休
み
）

・
貯
金
、
保
険
　
平
日
＝
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

は
休
み
）

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
　
平
日
＝
午
前
８
時
45
分

〜
午
後
６
時
　
土
曜
＝
午
前
９
時
〜

12
時
30
分
（
日
曜
、
祝
日
は
取
り
扱

い
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

15

＊
時
間
外
の
取
り
扱
い
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

②
集
配
サ
ー
ビ
ス

・
郵
便
物
の
配
達
、
取
集
、
保
管
は

日
向
郵
便
局
で
行
い
ま
す
。

・
現
在
ご
利
用
の
郵
便
番
号
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

・
ご
不
在
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け

な
か
っ
た
郵
便
局
は
、
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
配
達
い
た
し
ま
す
。

③
貯
金
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

・
年
金
、
恩
給
の
受
け
取
り
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
美
々
津
郵
便
局
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
郵
便
貯
金
、
簡
易
保
険
の
集
金
に

つ
き
ま
し
て
は
日
向
郵
便
局
か
ら
う

か
が
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
日

ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
、
福
祉
に
興
味
の

あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

●
対
象

15
歳
以
上
の
人

●
期
間

平
成
19
年
４
月
〜
平
成
20

年
３
月

●
開
講
式

夜
の
部
／
４
月
12
日

（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時
（
以
後
毎
週

木
曜
日
）、
昼
の
部
／
４
月
16
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
12
時
（
以
後
毎
週
月
曜

日
。
た
だ
し
、
祝
日
の
と
き
は
翌
日

の
火
曜
日
）

●
会
場

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
富
高
２
０
７
番
地
３
）

●
内
容

手
話
の
学
習
、
耳
の
不
自

由
な
人
と
の
交
流
な
ど
。

●
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
等
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
代

金
と
し
て
３
、
５
０
０
円
が
必
要
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

障
害
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
７
１
）

第
７
回
日
向
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
18
日
（
日
）
午
前
９

時
〜

●
場
所

富
島
高
等
学
校
体
育
館

●
競
技
種
目

低
学
年
の
部
（
４
年

生
以
下
）、
高
学
年
の
部
（
５
〜
６
年

生
）

●
出
場
資
格

３
月
18
日
現
在
、
小

学
生
で
あ
る
こ
と
。

●
参
加
料

１
チ
ー
ム
２
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

３
月
５
日
（
月
）
ま

で
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

2
ウ
ォ
ー

ク
内
　
青
木
人
志
ま
で
（
1
54
―
０

０
１
５
、
5
54
―
０
０
１
６
　
〒
８

８
３
―
０
０
１
２
　
江
良
町
３
―

97
）。日

向
市
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
る

会
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

「
市
民
植
樹
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
日
時

３
月
18
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
11
時
ま
で
。

●
場
所

市
内
塩
見
小
原

●
そ
の
他

先
着
１
０
０
人
（
小
学

生
も
歓
迎
）、
小
雨
決
行
。

●
申
込
期
限

３
月
９
日
（
金
）
ま
で
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向
市
ふ

る
さ
と
の
自
然
を
守
る
会
（
1
53
―

０
９
２
７
　
大
野
裕
）
ま
で
。
参
加

申
込
者
に
は
、
後
日
参
加
案
内
（
送

迎
案
内
を
含
む
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
募
集

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
を
基
礎
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で
指
導
。

ル
ー
ル
も
覚
え
な
が
ら
楽
し
く
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
か
ら
体
験

者
ま
で
興
味
あ
る
人
を
募
集
。

●
募
集
期
間
　
随
時
受
付

●
日
時

３
月
の
毎
週
月
曜
日
、
午

後
８
時
〜
10
時

●
場
所

東
郷
中
学
校
体
育
館

●
参
加
資
格

東
郷
町
地
域
在
住
、

１
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
可
。

●
講
師

川
村
一
三
さ
ん
（
宮
崎
県

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は

下
記
ま
で
（
村
川
憲
正
事
務
所
内
1

69
―
２
８
９
５
、
ま
た
は
1
０
９
０

―
３
０
７
８
―
４
８
９
０
）。

●
対
象

学
校
教
育
法
で
定
め
る
大

学
院
・

大
学
・

短
大
・

高
校
（
中
等
教
育

学
校
後
期
課
程
を
含
む
）
・
高
等
専
門

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
籍
す
る
人

●
定
員

25
人
程
度
（
６
月
下
旬
に

選
考
委
員
会
で
決
定
）

●
貸
付
額

高
校
生
／
月
額
２
万
円
、

大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
専
門
学
校

生
／
月
額
３
万
円

●
貸
付
期
間

奨
学
生
が
在
籍
す
る

学
校
の
正
規
の
修
業
期
間
。

●
資
格

①
本
人
ま
た
は
保
護
者
が

引
き
続
き
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
②
学
業
・
品
行
と

も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
あ
る
こ
と
③

学
費
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

●
償
還
方
法

月
賦
、
半
年
賦
、
年

賦
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

●
償
還
期
間

貸
付
の
終
了
し
た
月

の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
し
た
後
、
貸
付
期
間
の
２
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
。

●
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書
（
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
②
奨
学
生
推
薦
調
書
③
最
終
学
年

学
業
成
績
証
明
書
④
保
護
者
の
平
成
18

年
度
分
の
所
得
証
明
書
・
平
成
19
年
度

分
の
資
産
証
明
書
⑤
連
帯
保
証
人
（
２

人
）
の
平
成
18
年
度
分
納
税
証
明
書

●
受
付
期
間

３
月
１
日(

木)

〜
４

月
27
日(

金)

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務

課
（
1
内
線
２
４
１
３
）

※
こ
の
ほ
か
に
、
労
働
金
庫
日
向
支

店
に
委
託
し
て
い
る
教
育
資
金
融
資

制
度
が
あ
り
、
融
資
額
は
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内
で
す
。
詳
し
く

は
、
労
働
金
庫
日
向
支
店
へ
（
1
52

―
６
１
３
１
）。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集
募
　
集

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

の
参
加
者
を
募
集

市
民
植
樹
祭
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

「
東
郷
教
室
」参
加
者
を
募
集

日
向
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

美
々
津
地
区
の
集
配
な
ど
の

担
当
局
を
変
更
し
ま
す
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●
平
成
18
年
度
体
育
指
導
委
員
協

議
会
活
動
実
績
（
参
考
）

①
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
　
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
の
ほ

か
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
主
体
と
し

た
教
室
（
６
教
室
）。

②
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
　
ミ
ニ

バ
レ
ー
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
･
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
の
大

会
開
催
。

③
自
主
研
修
の
ほ
か
、
他
の
機
関

主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
研
修
等
へ

の
参
加
。

④
事
業
計
画
等
に
係
る
定
例
会
。

⑤
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
へ
の
協
力
。

現
在
、
日
向
市
で
は
教
育
委
員

会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
25
人
の
体
育

指
導
委
員
が
、
市
内
外
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
活
躍
し
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
内
容
は
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
普
及
や
運
動
機

会
を
提
供
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・

大
会
開
催
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
行

事
へ
の
協
力
、
実
技
指
導
等
の
た

め
の
研
修
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。こ

の
た
び
、
委
嘱
期
間
の
満
了

に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
熱
意

の
あ
る
体
育
指
導
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
要
件

①
委
嘱
期
間
　
平
成
19
年
４
月
１

日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
（
３
年

間
）

②
募
集
人
数
　
若
干
名
。

③
居
住
地
　
日
向
市
内
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
。

④
性
別
・
年
齢
　
不
問
。

⑤
報
酬
等
の
支
給
　
条
例
に
基
づ

く
日
額
報
酬
及
び
旅
費
を
支
給
。

⑥
そ
の
他
　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
等
に

関
す
る
資
格
は
問
わ
な
い
が
、
経

験
・
知
識
を
有
す
る
も
の
を
優
先

す
る
。

●
応
募
に
つ
い
て

①
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
で
可
）
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

ま
で
郵
送
も
し
く
は
持
参
す
る
こ

と
。

②
応
募
締
切
　
平
成
19
年
３
月
16

日
（
金
）
必
着
。

●
選
考
に
つ
い
て

①
選
考
方
法
　
書
類
選
考
（
必
要

に
応
じ
て
面
談
）
し
、
教
育
委
員

会
の
議
決
に
よ
り
決
定
す
る
。

②
決
定
通
知
　
決
定
し
た
者
に
の

み
直
接
連
絡
す
る
（
平
成
19
年
３

月
26
日
ご
ろ
の
予
定
）。

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

ス ポ － ッ
■
募
集
し
ま
す

日
向
市
体
育
指
導
委
員

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■悠々パス発行日程表（1内線2169）

ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
市

民
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
環
境
整

備
課
で
は
、
今
後
と
も
市
民
や
ご

み
減
量
化
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
・
適
正
処
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

れ
た
報
告
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

①
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
資
源
物

が
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
チ
ラ
シ
の
配
付
や
出

前
講
座
等
で
啓
発
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
地
区
外
か
ら
の
混
合
ご
み
の
排

出
と
区
未
加
入
者
の
ル
ー
ル
違
反

が
み
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
転
入
時
に
市
民
課
で

の
区
加
入
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
環
境
整
備
課
独
自
の

調
査
に
よ
り
、
未
加
入
世
帯
に
は
、

ご
み
資
源
物
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
付

を
実
施
し
、
啓
発
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

③
ご
み
を
前
日
に
出
す
人
が
非
常

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
当
日
の
朝
８
時
40
分

ま
で
に
、
ご
み
出
し
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

④
雨
の
日
の
資
源
物
の
出
し
方
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

古
紙
類
は
濡
ら
す
と
資
源
と
な

り
ま
せ
ん
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、

推
進
員
が
、
新
聞
、
雑
誌
等
に
シ

ー
ト
を
か
け
る
こ
と
の
苦
労
が
絶

え
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
雨
天
の
日
の
古
紙
類

に
つ
い
て
は
、
次
回
の
資
源
回
収

日
に
排
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

⑤
カ
ラ
ス
、
猫
に
よ
る
被
害
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ネ
ッ
ト
の

配
付
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
猫
の
飼
い
主
や
ご
み
の
出
し

方
に
も
多
く
の
問
題
が
あ
る
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
に
推
進
員
の
皆
さ
ん

の
尽
力
と
市
民
の
協
力
に
よ
っ
て

日
向
市
の
環
境
の
美
化
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
向
市
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
の
た
め
に
平
成
６
年

度
か
ら
市
内
全
区
に
「
ご
み
減
量

化
推
進
員
」
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ク
リ

ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ご
み
収
集

場
所
）
の
美
化
や
資
源
物
の
分
別

排
出
等
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
指

導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
地

区
に
よ
っ
て
は
、
ご
み
の
出
し
方

の
モ
ラ
ル
が
低
い
こ
と
で
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

■
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
係

（
1
53
―
２
２
５
６
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
〒
８
８
３
―
８
５
５
５
　
日
向

市
本
町
10
番
５
号
　
1
53
―
４
７

９
１
、
5
56
―
０
０
１
８
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
の
指
導
風
景

相 談 日 程 歴 史 探 訪
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■
行
政
相
談

と
　
き

３
月
14
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
３
月
14
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
協
東
郷
支
所

(

1
69
―
２
１
１
６
）

＊
　
　
　
＊

と
　
き
　
３
月
15
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

(

1
52
―
２
１
１
１
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
３
月
14
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
３
月
９
日
（
金
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

方
　
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と
　
き
（
月
、
火
、
木
、
金
）

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

(

1
55
―
１
６
６
０
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き
　
３
月
19
日
（
月
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
給
付
係

（
1
内
線
２
１
７
６
）

■
納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
25
日
で
す
。

■
宮
崎
県
最
低
賃
金
及
び

産
業
別
最
低
賃
金

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
た
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
低
賃
金
の
対
象
と
な

る
賃
金
に
は
、
①
賞
与
な
ど
の
臨

時
の
賃
金
、
②
時
間
外
労
働
な
ど

の
割
増
賃
金
、
③
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
宮
崎
労
働
局
賃
金

室
（
1
０
９
８
５
―
38
―
８
８
３

６
）、
ま
た
は
延
岡
労
働
基
準
監

督
署
（
1
０
９
８
２
―
34
―
３
３

３
１
）
へ
。

＊
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
1
０
９
８
５
―
23
―
４
８
１
１
）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

一
方
、
江
良
町
２
丁
目
の
江
良

児
童
公
園
か
ら
東
へ
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
通
称

「
ソ
ガ
の
森
」
に
は
、
２
基
の
大

き
な
五
輪
塔
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
鎌
倉
時
代
に
工
藤

祐
経
を
討
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

曽
我
兄
弟
の
墓
で
あ
る
と
か
、
伊

東
祐
邑
の
供
養
塔
で
は
な
い
か
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
造
立
年
代

や
目
的
な
ど
が
ま
っ
た
く
刻
ま
れ

て
い
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
五
輪
塔
の
中
で
も
古
い
タ

イ
プ
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
だ
い

日
知
屋
城
跡
の
登
り
口
付
近
に

は
、
た
く
さ
ん
の
石
塔
が
集
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
目
を
引
く

の
が
伊
東
祐
国
と
祐
邑
の
供
養
塔

で
す
。

こ
れ
ら
は
、
本
善
寺
の
境
内
に

あ
っ
た
も
の
を
昭
和
45
年
に
伊
東

氏
ゆ
か
り
の
日
知
屋
城
跡
に
移
し

て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の

周
辺
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
の
石
塔

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
手
前

の
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
を

「
五
輪
塔
」、
奥
の
方
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
も
の
を
「
板
碑
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

五
輪
塔
と
板
碑
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
流
行
し

た
石
塔
で
、
五
輪
塔
は
お
も
に
墓

石
と
し
て
利
用
さ
れ
、
板
碑
は
供

養
塔
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
石
塔
群
は
、
長
い
間

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
、

い
つ
だ
れ
が
、
何
の
目
的
で
造
立

し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
形
態
の
特
徴
か
ら
戦
国

時
代
末
期
に
造
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

■
五
輪
塔

ご
り
ん
と
う

と
板
碑
い
た
び

郷土の文化財を
訪ねて　　 ⑨

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
1
内
線
２
４
１
５
）

た
い
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ご

ろ
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

江
良
児
童
公
園
の
東
側
に
あ
る
五
輪
塔

業　　種 時間額 効力発生日

宮崎県最低賃金 611円 平成18年10月1日

肉製品・乳製品製造業 639円 平成18年12月20日

電気・情報通信機械器具製造業 668円 平成18年12月29日

各種商品小売業 652円 平成18年12月21日

自動車(新車)小売業 681円 平成18年12月28日

産
業
別

■宮崎県最低賃金・産業別最低賃金

お
知
ら
せ



温 泉 館 報
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健 康 家 族
■
温
泉
へ
入
ろ
う
⑩

お
湯
に
つ
か
り
す
ぎ
て
「
の
ぼ

せ
た
〜
」
っ
て
い
う
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
か
？
　
「
湯
気
に
あ
た
る
」

な
ど
と
も
い
わ
れ
、
入
浴
中
に
一

時
的
に
脳
の
血
液
循
環
が
お
か
し

く
な
っ
て
起
き
る
症
状
で
す
。

そ
の
の
ぼ
せ
を
防
ぐ
た
め
に
、

水
で
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
を
頭
に
の

せ
る
こ
と
が
非
常
に
効
果
的
で

す
。
お
湯
に
つ
か
り
タ
オ
ル
を
頭

に
の
せ
て
鼻
歌
を
歌
う
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
が
、
実
に
理
に
か
な

っ
た
こ
と
な
の
で
す
。
マ
ン
ガ
な

ど
で
よ
く
見
か
け
る
姿
で
す
が
、

こ
れ
は
、
日
本
古
来
の
入
浴
ス
タ

イ
ル
だ
か
ら
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
の
ぼ
せ
る
」
と
い

う
の
は
お
風
呂
に
入
浴
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
脳
に
温
か
い
血
液
が

過
剰
に
め
ぐ
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。
そ
こ
で
水
に
濡
ら
し
た
タ
オ

ル
を
頭
の
上
に
置
き
、
頭
を
冷
や

し
て
の
ぼ
せ
を
防
ぐ
と
い
う
実
に

科
学
的
な
方
法
な
の
で
す
。
ほ
か

に
も
入
浴
前
の
か
か
り
湯
で
頭
に

多
め
の
お
湯
を
か
ぶ
る
の
も
有
効

だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
し
ろ
熱
い
湯
で
の
長
湯
は
禁
物

で
す
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康はみんなで
つくる宝物

■
春
の
健
康
管
理

３
月
は
気
候
の
変
化
に
よ
る

肉
体
的
な
ス
ト
レ
ス
だ
け
で
は
な

く
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
高
い

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
年
度
末
、

卒
業
、
就
職
、
進
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
転
機
を
迎
え
る
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
冬
か
ら
春
へ
の
気
候
の

変
化
の
時
期
は
、
身
体
が
体
内
の

シ
ス
テ
ム
を
「
冬
モ
ー
ド
」
か
ら

「
春
モ
ー
ド
」
へ
調
整
中
で
、
温

度
や
湿
度
の
変
化
へ
対
応
で
き
る

よ
う
に
体
内
の
シ
ス
テ
ム
を
変
更

し
て
い
る
時
期
で
す
。
こ
の
調
整

は
、
自
然
な
体
内
の
働
き
な
の
で
、

無
理
に
止
め
た
り
な
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
季
節

の
変
わ
り
目
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
身
体
へ
の
影
響
を
考
え
て
自
己

管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
い
つ
も
よ
り
食
事
に
気

を
つ
け
て
、
睡
眠
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
ま
た
、

軽
い
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
こ
の
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

最
近
は
、
冬
の
間
も
暖
房
が
き

い
た
室
内
に
い
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
た
め
自
然
の
調
整
シ
ス
テ
ム

が
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
冬
の
は
ず
な

の
に
暖
か
い
？
　
そ
ろ
そ
ろ
春
な

の
に
調
整
し
な
く
て
い
い
の
か

な
？
　
と
迷
っ
て
し
ま
い
、
調
整

シ
ス
テ
ム
が
誤
作
動
し
た
り
作
動

し
な
か
っ
た
り
で
、
そ
の
結
果
、

身
体
に
余
計
に
負
担
が
か
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
も
年
間
を

通
し
て
自
己
管
理
す
る
上
で
気
に

し
て
お
い
て
ほ
し
い
要
点
で
す
。

●
春
野
菜
で
元
気
は
つ
ら
つ

旬
の
野
菜
に
は
、
そ
の
時
期
に

体
が
必
要
と
す
る
栄
養
素
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
特
に
春
野
菜
は
、
美

味
し
い
だ
け
で
な
く
、
栄
養
面
で

も
優
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
菜

の
花
は
、
春
野
菜
の
中
で
も
非
常

に
栄
養
価
の
高
い
食
材
で
す
。
葉

や
茎
、
つ
ぼ
み
ま
で
ま
る
ご
と
食

べ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
る
ご
と
栄

養
が
摂
取
で
き
る
の
は
魅
力
で

す
。
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
の
含
有
量
は
野
菜
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
免
疫
機
能

を
強
く
す
る
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ
ミ

ン
B1
、
B2
も
豊
富
で
す
。
ま
た
、

カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
も
豊
富
で
、
貧

血
予
防
や
血
液
の
循
環
を
良
く
す

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

春
野
菜
に
は
、
独
特
の
苦
味
を

感
じ
る
物
が
多
く
、
こ
の
苦
味
成

分
を
「
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
」
と
い
い

ま
す
。
微
量
で
細
胞
の
新
陳
代
謝

を
活
発
に
す
る
働
き
が
あ
り
、
冬

の
間
、
私
た
ち
の
体
に
蓄
積
し
た

余
分
な
老
廃
物
を
排
出
し
て
く
れ

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
調
理
す
る

際
に
は
、
こ
の
苦
味
成
分
で
あ
る

ア
ク
を
抜
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
、
春
野
菜
を
い
た
だ
く
時

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

刺身定食
おねだん　１,２００円

月紹介するのは、
レストラン潮音の

新メニュー刺身定食で
す。新鮮なお魚を使った
刺身の盛合せにチキン南
蛮がついたとてもお得な
ボリュームのある定食に
なっています。料理長お
すすめの自慢の一品で
す。

O

・TA
B
E
T
E
N
N
A
I

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
156－3800
●営業時間
午前10時～午後10時
●３月の休館日
５日（月）・１9日(月)
※毎月第１・第３月曜
日(祝日の場合は翌日)

■市民の皆さんへお得な情報です
＊お舟出とくトクカレンダー＊
日向市内の各地区の皆さんに、日
替わりで割引サービスを実施中！

http://www.city.hyuga.miyazaki.jp

/sunpark/calendar/kindex.php

今

■
お
舟
出
の
湯

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

３
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
毎
月
第
２
土
曜
日
で
す
。

＊
寄
席
の
後
に
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
ま
す
。

●
毎
日
ク
イ
ズ
を
や
っ
て
い
ま
す

26
日
の
風
呂
の
日
に
当
選
者
発

表
。

●
浴
場
毎
日
入
れ
替
え
中

平
成
18
年
12
月
か
ら
男
女
の
浴

場
を
毎
日
入
れ
替
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
1
内
線
２
１
８
４
）

海の見えるレストランで
お食事をしませんか？

19

▼
２
月
21
日
午
前
０
時
、
市
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
か
ら
続
い
て
い
た
鶏
や
鶏

卵
の
出
荷
制
限
が
全
面
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
養

鶏
業
者
は
、
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
▼
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
出
荷
を

終
え
た
農
場
主
が
「
ホ
ッ
と
し
た
」
と
見
せ
た

笑
顔
。
し
か
し
、
そ
の
様
子
か
ら
、
疲
れ
と
ス

ト
レ
ス
が
み
て
と
れ
ま
し
た
。
▼
市
も
県
と
連

携
を
と
り
対
応
し
ま
し
た
。
要
請
を
受
け
、
前

線
で
の
防
疫
作
業
に
延
べ
１
７
０
人
の
職
員
が

従
事
。
近
隣
の
自
治
体
か
ら
も
防
疫
作
業
に
来

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。
▼
さ
て
、
４
月
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が

行
わ
れ
ま
す
。
発
症
し
た
犬
に
か
ま
れ
て
人
間

が
感
染
す
る
と
死
に
い
た
る
感
染
症
で
す
。
飼

い
主
は
予
防
接
種
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
ね
。

人　口 63,280 人 〈 ＋15〉
男 29,763 人 〈 －9〉
女 33,517 人 〈 ＋24〉

世帯数 24,210 世帯 〈 －1〉

転　入 129人 転　出 120人
出　生 64人 死　亡 58人
面　積　 336.29k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
９
日
（
金
）

23
日
（
金
）

対
象
／
平
成
18
年
12
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
７
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
８
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
３
月
13
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
２
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
14
日
（
水
）

対
象
／
平
成
17
年
８
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
３
月
８
日
（
木
）

対
象
／
平
成
15
年
８
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
　
７
か
月
児
・
１
歳
６
か

月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45
分
〜
１

時
15
分
、
３
か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
　
東
郷
会
場
は
対
象
者
に
別
途
案

内
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

松葉　陽
はる

ちゃん
(塩見ヶ丘)

市島　空
そら

ちゃん
(鶴町３)

乳
幼
児
健
診

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

〈
Ｋ
〉

子
ど
も
の
聴
力
障
害
は
、
重
度
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
親
や
周
囲
の
者
が

気
づ
く
の
で
比
較
的
早
期
に
発
見
さ

れ
や
す
い
の
で
す
が
、
軽
度
の
も
の

や
一
過
性
の
難
聴
は
発
見
さ
れ
に
く

く
、
ま
た
子
ど
も
は
聞
こ
え
な
い
と

い
う
こ
と
を
周
り
の
人
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
放
っ
て
お
く

と
言
葉
や
心
身
の
発
達
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
生
後
５
〜
12
か

月
は
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
音
の

刺
激
を
受
け
て
成
長
し
て
い
く
大
切

な
時
期
で
す
か
ら
、
こ
の
時
期
に
周

り
の
人
が
話
し
か
け
る
言
葉
が
は
っ

き
り
聞
こ
え
な
い
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が

言
葉
を
習
得
し
て
い
く
う
え
で
大
き

な
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
聴
覚
障
害
を
早

く
見
つ
け
て
補
聴
器
を
付
け
て
あ
げ

た
り
、
聴
力
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
に
適
し
た
教
育
を
行
っ
て
あ
げ
れ

ば
、
普
通
の
聴
力
を
持
つ
子
ど
も
と

同
じ
よ
う
に
言
葉
を
習
得
で
き
る
可

能
性
が
高
く
な
る
の
で
す
。

市
の
３
歳
児
健
康
診
査
で
は
、
聴

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ 1内線２１８４

覚
検
査
を
ご
家
庭
で
実
施
し
て
い
た

だ
き
、
健
診
時
に
ご
持
参
し
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

３
歳
児
は
同
じ
年
ご
ろ
の
友
達
と

の
付
き
合
い
も
始
ま
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
検
査
を
し
て
子
ど

も
の
耳
の
状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
母
子
健
康
手
帳

「
妊
娠
し
た
か
な
？
」
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
早
め
に
病
院
受
診
。
出
産

予
定
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
が
妊
娠
・
出

産
・
育
児
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
母
子
健
康
手
帳
に
は
、
妊
婦
健

診
の
結
果
、
出
産
の
状
況
、
お
子
さ

ん
の
健
診
結
果
、
予
防
接
種
の
状
況

な
ど
が
記
載
さ
れ
、
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
大
切
な
記
録
と
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
一
生
の

宝
物
で
す
。
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
万
が
一
、
紛
失
し
た
場
合
に
は
、

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

12月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
66件 0人 84人 101件

（＋26）（±0）（＋37）（＋20）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H19.2.１現在）

子
ど
も
の
聴
覚

●問い合わせ 1内線２１８４
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椎葉村を源流とする耳川が日向灘に注ぐ河口港・美々
津港は、高鍋藩時代には参勤交代に欠かせない藩の重
要港として、さらに江戸末期から大正時代にかけては
関西との間を千石船が行き来する交易港として栄えま
した。廻

かい

船問屋が軒を連ねる美々津の繁栄ぶりは、現
在の町並みからありありとうかがえます。美々津の町
並みが（財）古都保存財団が実施した「美しい日本の
歴史的風土１００選」において「廻船問屋の港町」と
して選定されました。（写真：第３回ニッポン全国き
もの日和IN美々津より）


